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　新型コロナウイルスの影響で約 1 週間遅れて各
幼稚園入園式、各小・中学校入学式が行われました。
今年度はマスク着用、手指消毒等の感染対策を講
じた上で、来賓の御臨席は遠慮していただき、新
入生（新入園児）、在校生（在園児）、職員のみ参
加の規模を縮小した式となりました。

各幼稚園入園式、各小中学校入学式
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６
月
３
日
、
祖
納
保
育
所
・
久
部
良
保

育
所
の
園
児
た
ち
で
本
田
さ
ん
の
パ
イ
ン

畑
で
収
穫
を
体
験
。
子
供
た
ち
は
と
げ
に

気
を
付
け
な
が
ら
パ
イ
ン
を
さ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

６
月
23
日
（
火
）
正
午
前
に
与
那
国
町

戦
没
者
追
悼
式
が
与
那
国
小
学
校
に
あ
る

「
平
和
の
塔
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
規
模
を
縮
小

し
、
生
徒
・
児
童
の
参
加
は
見
送
ら
れ
、

前
日
に
各
学
校
代
表
者
か
ら
平
和
へ
祈
り

込
め
た
折
り
鶴
を
預
か
り
ま
し
た
。
出
席

者
が
折
り
鶴
を
奉
納
し
、
黙
と
う
焼
香
を

行
い
、
戦
争
犠
牲
者
の
御
霊
を
慰
め
ま
し

た
。

　

ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
で
は
毎
年
恒
例
の｢

田
原
川
水
質
調
査｣

を
、
６
月
21
日
午
前

中
に
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
大
人
６

名
、
小
学
生
１
名
、
幼
児
３
名
で
、
開
始

直
後
の
曇
り
空
も
時
間
が
経
つ
と
と
暑
い

日
差
し
。
河
口
か
ら
水
源
ま
で
の
川
沿
い

を
み
ん
な
元
気
に
歩
い
て
、
５
ヶ
所
の
調

査
ポ
イ
ン
ト
で
水
質
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
橋
の
上
か
ら
尾
野
寅
吉
君
（
久
小
４

年
）
が
バ
ケ
ツ
で
水
を
汲
み
上
げ
、
調
査

キ
ッ
ト
で
水
の
色
が
変
わ
る
様
子
を
全
員

で
じ
っ
く
り
観
察
し
ま
し
た
。
き
れ
い
に

見
え
て
も
水
質
が
良
く
な
い
場
所
も
あ

り
、
参
加
者
は
驚
い
た
表
情
で
調
査
キ
ッ

ト
の
色
を
見
て
い
ま
し
た
。
調
査
後
に
は

水
源
地
で
水
遊
び
を
し
て
、
冷
た
さ
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

同
日
の
午
後
４
時
か
ら
部
分
日
食
が
起

こ
り
、
与
那
国
町
で
は
国
内
最
大
食
（
太

陽
の
約
９
割
が
隠
れ
て
暗
く
な
る
）
が
観

察
で
き
る
の
で
、
ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
の
芝

生
で
部
分
日
食
観
察
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
人
14
名
と
子
ど
も
12
名
が
参
加
し
、

日
食
観
察
用
遮
光
グ
ラ
ス
や
ピ
ン
ホ
ー
ル

を
使
っ
て
欠
け
る
様
子
を
観
察
し
ま
し

た
。
午
後
５
時
過
ぎ
の
最
大
食
に
は
曇
り

と
は
違
う
薄
暗
さ
と
な
り
、参
加
者
は
「
冬

の
夕
方
よ
り
も
涼
し
く
感
じ
る
」「
肌
が

ヒ
リ
ヒ
リ
し
な
い
」「
今
な
ら
歩
い
て
帰

れ
る
」
と
話
し
な
が
ら
、
細
く
な
っ
た
太

陽
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。
ピ
ン
ホ
ー
ル

で
影
を
観
察
し
て
い
た
子
ど
も
達
は
「
三

日
月
！
」
と
形
の
変
化
に
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
で
は
、
今
後
も
夜
の

観
察
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
考
え
て

い
ま
す
。

パ
イ
ン
収
穫
体
験

ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
で
W
イ
ベ
ン
ト
開
催

田
原
川
水
質
調
査
と
部
分
日
食
観
察
会

慰
霊
の
日
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与
那
国
町
社
会
教
育
委
員
会
議
は
７
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
は

会
議
を
通
じ
て
、
社
会
教
育
行
政
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
る
ほ
か
、
青
少
年
教
育
に

関
す
る
指
導
・
助
言
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
委
員
が
独
立
し
た
立
場
で
、
職
務
を
行

う
（
独
任
制
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

５
月
13
日
に
開
か
れ
た
会
議
で
は
、
大

嵩
長
史
氏
を
議
長
に
選
任
し
、
八
重
山
地

区
社
会
教
育
委
員
研
修
（
与
那
国
町
）
の

開
催
な
ど
４
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

田
原
教
育
長
は
「
社
会
教
育
委
員
制
度
は
、

社
会
教
育
行
政
に
広
く
地
域
の
意
見
等
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
教
育
委
員
会
の
諮
問

機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
地

域
文
化
を
活
用
し
た
取
り
組
み
や
、
青
少

年
に
向
け
た
実
践
的
な
活
動
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
経
験
を
活
か
し
て
、

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

与
那
国
町
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
５

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
、
文
化
財
の
保

存
及
び
活
用
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調

査
審
議
し
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
建

議
す
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
15
日
に
開
か
れ
た
審
議
会
で
は
、

新
会
長
に
與
那
覇
仁
一
氏
を
選
任
し
た
ほ

か
、
前
年
度
の
文
化
財
行
政
に
関
す
る
報

告
が
事
務
局
か
ら
あ
り
、
天
然
記
念
物
の

現
状
変
更
や
文
化
庁
補
助
事
業
な
ど
に
つ

い
て
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
サ
ン
ニ
ヌ
台
（
県
指

定
名
勝
）
や
先
島
諸
島
火
番
盛
（
ダ
テ
ィ

ク
チ
デ
ィ
、
国
指
定
史
跡
）
の
整
備
、
未

指
定
を
含
む
文
化
財
の
現
状
把
握
及
び
調

査
、
方
言
の
活
用
な
ど
、
町
内
に
所
在
す

る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
、
協

議
し
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
（
水
）、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
約
１
ヶ
月
遅
れ
て
町
営
塾
が
開
講

し
ま
し
た
。

　

初
日
は
小
中
学
生
合
わ
せ
て
50
名
の
児

童
生
徒
が
参
加
し
、
一
人
暮
ら
し
に
か
か

る
金
額
（
那
覇
で
部
屋
を
借
り
た
場
合
）

や
学
歴
ご
と
の
生
涯
賃
金
等
の
金
銭
教
育

を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
お

金
が
か
か
る
こ
と
に
驚
く
姿
を
見
せ
、
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

さ
ら
に
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

６
月
中
旬
か
ら
は
、
１
人
１
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
の
直
接
指
導
に
よ
る

授
業
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
審
議
会
と
社
会
教
育
委
員
会
議
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

町
営
学
習
塾
開
講
!!

◎
与
那
国
町
社
会
教
育
委
員
会
議

議
　
長
：
大
嵩 

長
史

副
議
長
：
前
外
間 

洋
子

委
　
員
：
田
頭 

政
英
・
大
新
垣 

勝
子

　
　
　
　
鹿
川 

明
・
真
謝 

喜
八
郎

　
　
　
　
宮
里 

晋

◎
与
那
国
町
文
化
財
保
護
審
議
会

会
　
長
：
與
那
覇 

仁
一

副
会
長
：
長
濵 

利
典

委
　
員
：
前
楚 

美
津
子
・
崎
原 

正
吉

　
　
　
　
小
嶺 

詳
子

文化財保護審議会

社会教育委員会議

4

広報よなぐに　第 103 号　令和 2 年 8 月発行　与那国町役場／企画財政課



　
今
年
は
４
名
の
職
員
が
採
用
に
な
り
ま

し
た
。
町
長
か
ら
任
命
書
を
受
け
取
り
、

決
意
を
新
た
に
一
日
で
も
早
く
町
民
の
皆

様
の
お
力
に
慣
れ
る
よ
う
に
努
力
い
た
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
ま
で
忙
し
く
お
勤
め
さ
れ
て
き
た

分
、
こ
れ
か
ら
は
お
体
を
大
切
に
ゆ
っ
く

り
と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
（
火
）、
消
防
団
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祖
納
分
団
副
分
団

長
に
は
新
た
に
真
地
秀
門
さ
ん
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
新
入
団
員
２
名
が
加

わ
り
、
団
長
合
わ
せ
20
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
花
蓮
市
よ
り
手
洗
い
石
鹸
と
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
、
株
式
会
社
う
み
そ
ら
様
か

ら
は
マ
ス
ク
を
崎
元
酒
造
所
様
か
ら
七
十

八
度
鬼
ご
ろ
し
酒
、
長
命
草
酢
を
頂
き
ま

し
た
。
関
係
各
所
へ
配
り
大
切
に
活
用
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
新
規
採
用
職
員

慶
田
嵩 

精
三
さ
ん 

定
年
退
職

寄
贈

与
那
国
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

消
防
団
辞
令
交
付
式

株
式
会
社
う
み
そ
ら 

様

崎
元
酒
造
所 

様
花蓮市 様より町長と教育長が受取

電　話： 0980-87-3577
メール： kurashi@town.yonaguni.Okinawa.jp
W e b： https://www.yonaguni-ijyu.jp/

支
援
員
：
川
本 

恵
美

所
属
：
与
那
国
町
役
場
企
画
財
政
課
内

移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
東
京
都
出
身
。国
内
・

海
外
色
々
な
町
に
住
み

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
去
年
与
那
国
の
美
し

さ
に
一
目
惚
れ
し
移
住

し
て
き
ま
し
た
。

　
同
じ
様
に
与
那
国
が

大
好
き
で
移
住
を
考
え

て
い
る
方
の
、
お
役
に

た
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

右
か
ら

　
原 

聖
子
（
長
寿
福
祉
課
）

　
津
村 

伸
之
（
企
画
財
政
課
）

　
中
村 

仁
美
（
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　 

く
ぶ
ら
幼
稚
園
）

　
成
瀬 

満
紀
人
（
教
育
委
員
会
）
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